
党市議団は、この間4回にわたる市長への緊急要望や議会に
て、中小企業やひとり親・子育て世帯、学生への市独自の支援
制度の創設など様々な要望を行ってきました。その中で保健所
を通さないPCR検査外来・保育士や学童の職員に対する慰労
金の支給・テナント家賃緊急支援・市独自の学生支援特別給付

金が実施されました。また支援実施後も要件の緩和や支援対象
の拡大、期間の延長を求めてきました。プレミアム付商品券の
発行についても電子マネーだけでなく紙様式も併せて発行する
ことを強く要望し実施されました。

コロナに関する市独自支援を
充実させてきました

第 ２ 回 テ ナ ン ト 家 賃 緊 急 支 援
対  象

●中小企業・個人事業主
（前年同月比）売り上げ20％減（1 ～ 9月）
●上記以外の法人等
50％または連続する3か月で30％減（5 ～ 12月）

受 付 期 間
2020年10月1日（木）
～ 12月28日（月） 
※当日消印有効

内  容
●1回目の交付を受けた方
月額最大５万円×３か月
●1回目の交付を受けていない方
月額最大５万円×６か月
※１回目の交付を受けた方も再申請が必要です

中 小 企 業 者 等 感 染 拡 大 防 止 対 策
支 援 補 助 金

●�2020年2月以降の任意の1か月の売上高が、 
前年同月比で5％以上減少している従業員50名以下の中小企業者やその他の法人

●�2020年2月以降の任意の1か月の売上高が、 
前年同月比で5％以上減少しており本市の市民税が課税されている個人事業主

対  象

2020年10月1日（木） 
～ 12月28日（月）
※当日消印有効

受 付 期 間

補助率10分の9以内 
（上限50万円）

※補助対象事業費10万円以上

内  容

八王子市緊急支援金専用コールセンター
電話番号：0570-200-398　受付時間：午前9時～午後5時（土日祝日除く）

問い合わせ先 ▶ファーストバースデーサポート
おもちゃや子ども服に利用できる商品券
対  象  2020年度に1歳の誕生日を迎える家庭
●第1子は1万円分、第2子は2万円分支給

▶産前産後サポート事業の支援拡充
家事育児支援	 期間延長  出産後180日 ➡�「1歳未満（多胎児家庭は3歳未満）」まで
	 時間延長  1回2時間 ➡�「4時間」
	 回数拡大  7回 ➡�「15回」まで　多胎児支援は14回 ➡�「30回」まで

▶多胎児移動支援事業
健診等に利用できるタクシー券、年間24000円
対  象  3歳未満の多胎児のいる世帯のうち、保健師の面談を受けた世帯

ぜひ

ご活用
ください

利用期間

学生支援特別給付金
対  象

給付額

市出身および市在住の学生で 
国の学生支援の対象から外れた800人
1人10万円

赤ちゃんのいるご家庭への支援開始

4、5月の一斉休校中も保育園などは子どもたちを受け入れ続け、	
社会の維持に貢献しました。

●保育園・幼稚園・学童の職員へ5万円の慰労金
●�新型コロナに感染または濃厚接触者と接した職員は20万円（電子マネーの予定） 

条件：通算10日以上勤務した職員（非正規、派遣、業務受託者を含む）

保育園、幼稚園、学童職員に慰労金

コロナに関する各種支援9月補正分

障害者施設へ就労確保のための支援として
固定経費等の支出に要する費用50万円上限（1法人あたり200万円上限）
条  件 	 ●�前年より3か月で3割以上の減収、単月で50％以上の減収した 

就労A、B型事業所（69事業所）

障がい者施設へ支援

党市議団では3月より保健所を通さないPCR検査を繰り返し求めてきました。その結果、市は
5月にPCR検査外来を市内医療機関に設置しました。これまで991人の検査が実施され、陽性者
を発見することに貢献しています。また党市議団が求めた「コロナ患者を受け入れる医療機関の
支援」も行い、軽症者のホテル借り上げ（現在は終了）に踏み出し、医療機関のひっ迫を軽減しま
した。正しい情報の公開を求め市HPに陽性率が掲載されるようになりました。
今後はさらに検査を広げ、無症状の感染者の把握・保護・隔離が欠かせません。引き続き医療

や介護、学校、保育、障害者の現場での検査拡大を求めていきます。

PCR 検査外来設置を実現

募集は終了しました 募集は終了しましたプレミアム付商品券

1冊3500円で5000円分
（1500円分プレミアム） 1人5セットまで購入可

第２次募集では、要件が撤廃または緩和されました電子マネーだけでなく、一部紙で発行されました前進 前進

2020年11月25日から2021年2月28日
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